
橋下維新の会（ハシズム）から保育を守る
トピックス　働く仲間との出会いと別れ　　奥村菜穂美
シリーズ　沖縄から平和を考える　南洋移民問題を考える

特
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や
め
て
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私
た
ち
、
福
祉
現
場
で
働
く
若
者
を
中
心
に
一
七
名
で

九
月
号
（
月
刊
化
一
五
〇
号
記
念
）
を
つ
く
り
ま
す
！

期
待
し
て
い
て
く
だ
さ
い
！

　今年２月に第１回編集
会議を開催したときは、
初めての試みでどうなる
のかと不安でしたが、集
まったメンバーからおも
しろいアイデアがどんど
ん飛び出し、あっという
間に発行に向けラストス
パートです！　職場がみ
んな違い、多忙なのでイ
ンターネットでのやりと
りにも挑戦。同じ福祉現
場でも普段関わることの
ない人との交流や、他業
種の人との関わりを通し
て、刺激しあいながら企
画を進めてきました。　



　読者に伝えたいこと、特集
の内容、取材先……すべて編
集メンバーで決めました。
　９月号を手に取った人が元
気になるような記事にしたい
と、メイン特集は「福祉現場
で働くいきいき若者いんた
びゅー！」に決定！　福祉現
場で働く若者の思いはもちろ
ん、どうしてそんなにいきい
き働けるのか、その背景を探
ります。



　勤務の調整等、編集メンバーが働く各施設のみなさんにも多大なご協力をいただき、被災地
取材も実現することができました。２班に分かれ、宮城県石巻市の保育園と福島県南相馬市の
障害者施設で働く若者に会ってきました。被災地の福祉現場で働く同世代の若者の思いにふ
れ、私たちが何を見て、感じ、学んだのかを発信します。



　９月号をつくるだけでなく、企画への参加を通して、編集メンバー一人ひとりが何かを学び、
獲得するということも目標のひとつです。社会福祉・社会保障をめぐる状況が悪くなる中、社
会福祉に関わる若者はどんな思いで働き、どんな社会や社会福祉実践をめざしているのか。こ
れからの社会を担う若者の思い、そして取材や編集過程を通して考え成長する編集メンバーの
様子を発信します。� 　（文　申佳弥・写真　編集メンバー／関連記事本誌39ページ）
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断ち切られた姉妹の人生
─再び起きた
　　　「福祉が人を殺すとき」─

花園大学教授・全国公的扶助研究会会長　吉
よしなが

永　純
あつし

さん

二
〇
一
二
年
一
月
に
札
幌
市
白し

ろ
い
し石

区
で
、
四
二
歳
と
四
〇
歳
の
姉
妹
の
遺
体
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
姉

は
脳
内
血
腫
に
よ
る
病
死
、
妹
は
凍
死
で
し
た
。
白
石
区
と
言
え
ば
二
五
年
前
、
生
活
保
護
を
申
請
し
た

母
子
家
庭
が
、
福
祉
事
務
所
か
ら
九
年
前
に
別
れ
た
夫
に
「
扶
養
で
き
な
い
」
と
い
う
文
書
を
取
る
よ
う

要
求
さ
れ
、
保
護
を
受
け
ら
れ
ず
に
衰
弱
死
し
た
と
こ
ろ
と
し
て
、
私
た
ち
の
脳
裏
に
焼
き
つ
い
て
い
ま

す
。
今
回
も
、
お
姉
さ
ん
は
生
活
保
護
の
相
談
に
二
〇
一
〇
年
か
ら
三
回
も
福
祉
事
務
所
に
行
っ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
護
に
は
な
ら
ず
、
最
後
の
相
談
か
ら
約
半
年
後
に
亡
く
な
っ
た
の
で
す
。

今
年
二
〇
一
二
年
は
、
年
初
か
ら
毎
月
の
よ
う
に
餓
死
・
孤
立
死
の
報
道
が
相
次
ぎ
ま
し
た
（
新
聞
報

道
だ
け
で
も
三
月
ま
で
に
一
一
件
）。
私
た
ち
は
、
生
活
保
護
問
題
対
策
全
国
会
議
を
中
心
に
調
査
団
を

結
成
し
、
五
月
に
は
白
石
区
で
実
地
調
査
を
行
い
、
白
石
区
役
所
当
局
者
と
も
姉
妹
餓
死
事
件
で
懇
談
を

行
い
ま
し
た
。

姉
妹
二
人
の
最
低
生
活
費
一
八
万
四
七
二
〇
円
に
対
し
て
、
確
実
な
収
入
は
知
的
障
害
者
で
あ
っ
た
妹

の
年
金
六
万
六
〇
〇
〇
円
だ
け
で
し
た
。
す
な
わ
ち
、
差
額
の
一
一
万
八
七
二
〇
円
が
保
護
費
と
し
て
支

給
さ
れ
る
は
ず
の
ケ
ー
ス
で
す
。
こ
の
点
を
福
祉
事
務
所
は
、「
記
録
の
限
り
で
は
、
生
活
困
窮
の
状
態

に
あ
っ
た
こ
と
は
推
測
で
き
る
」、「
相
談
時
の
内
容
か
ら
判
断
す
る
限
り
で
は
、
申
請
す
れ
ば
（
保
護
の
）

適
用
に
な
っ
た
可
能
性
は
あ
る
」
と
、
要
保
護
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
の
で
す
。

し
か
し
他
方
で
、「
保
護
の
申
請
が
な
か
っ
た
か
ら
、
こ
れ
以
上
進
め
な
か
っ
た
」
と
、
保
護
に
な
ら

な
か
っ
た
責
任
を
、
申
請
し
な
か
っ
た
姉
に
押
し
つ
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
〇
万
円
も
最
低
生
活
費

を
割
っ
て
い
る
よ
う
な
場
合
、
福
祉
事
務
所
は
保
護
を
速
や
か
に
受
け
つ
け
、
生
活
保
護
の
審
査
を
行
う
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よしなが　あつし
1955年生。1982年から24年間、京都市役所で生活保護ケース
ワーカーをはじめ福祉事務所を中心に働く。2006年度から花園
大学に移り、貧困問題、生活保護制度、ケースワーク等を担当。
著書に『生活保護の争点』（高菅出版）ほか多数。

の
が
、
法
や
生
活
保
護
の
実
施
要
領
（
マ
ニ
ュ
ア
ル
）
に
適か

な

っ
た
や
り
方
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
う
す
る

ど
こ
ろ
か
反
対
に
、
福
祉
事
務
所
の
面
接
記
録
に
は
「
保
護
の
要
件
で
あ
る
、
懸
命
な
る
求
職
活
動
を
伝

え
た｣

と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
言
わ
れ
れ
ば
、
言
わ
れ
た
ほ
う
は
「
私
の
働
き
方
が
足
り

な
い
の
か
」
と
受
け
止
め
、
保
護
の
申
請
に
は
至
ら
な
い
の
が
普
通
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
面
接
記
録
上

で
も
姉
が
体
調
不
良
を
押
し
て
懸
命
に
仕
事
を
探
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
し
た
。
保
護
を
求
め
、
明

ら
か
に
要
保
護
で
あ
る
世
帯
に
対
し
て
、
申
請
さ
せ
ず
に
さ
ら
な
る
就
労
の
努
力
を
求
め
た
と
い
う
点

で
、
福
祉
事
務
所
の
対
応
は
違
法
性
が
き
わ
め
て
強
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

こ
の
姉
妹
餓
死
事
件
は
、
深
刻
な
問
題
を
私
た
ち
に
問
い
か
け
て
い
ま
す
。
生
活
保
護
利
用
者
が
増
え

た
と
言
っ
て
も
、
保
護
の
入
り
口
で
排
除
す
る
「
水
際
作
戦
」
が
未
だ
に
根
強
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
支

援
者
が
同
行
す
る
か
、
相
当
の
覚
悟
で
「
保
護
を
申
請
し
ま
す
」
と
言
わ
な
け
れ
ば
、
生
活
保
護
申
請
と

し
て
は
認
め
ら
れ
な
い
の
が
現
実
な
の
で
す
。
貧
困
が
拡
大
し
、
地
域
の
見
守
り
活
動
な
ど
で
生
活
困
窮

者
が
発
見
さ
れ
、
や
っ
と
の
思
い
で
福
祉
事
務
所
の
門
を
た
た
い
て
も
、
生
活
保
護
の
申
請
が
認
め
ら
れ

ず
、
悪
く
す
る
と
孤
立
死
に
至
っ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
の
で
す
。

行
政
に
は
、
生
活
が
困
難
に
陥
り
や
す
い
リ
ス
ク
層
を
積
極
的
に
発
見
す
る
努
力
、
と
り
わ
け
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
（
出
か
け
て
い
く
こ
と
）
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
発
見
・
発
信
さ
れ
た
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
し
っ

か
り
受
け
止
め
、
生
活
保
護
を
は
じ
め
と
す
る
適
切
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
迅
速
に
提
供
す
る
こ
と
が
、
今

ほ
ど
求
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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大
阪
市
は
、
日
々
保
育
に
欠
け
る
低
年
齢
児
（
生
後
六
か
月
以
上
か
ら
三
歳
未
満
ま
で
の
児
童
）
の
保
育
マ

マ
事
業
（
家
庭
的
保
育
事
業
［
個
人
実
施
型
］）
の
家
庭
的
保
育
者
及
び
家
庭
的
保
育
補
助
者
の
研
修
定
員
一

二
〇
名
を
募
集
し
、
二
三
五
名
が
応
募
、
五
月
三
〇
日
に
抽
選
を
行
い
ま
し
た
。
六
月
中
旬
か
ら
一
〇
月
頃
ま

で
基
礎
研
修
（
講
義
・
実
技
・
演
習
二
一
時
間
、
家
庭
的
保
育
者
見
学
実
習
二
日
間
）、
認
定
研
修
（
講
義
・

実
技
四
〇
時
間
、
保
育
実
習
Ⅰ
〈
連
携
保
育
所
の
三
歳
児
未
満
ク
ラ
ス
中
心
実
習
〉
四
八
時
間
、
保
育
実
習
Ⅱ

〈
連
携
保
育
所
ま
た
は
認
可
保
育
所
に
お
け
る
実
習
〉
二
〇
日
間
、
テ
キ
ス
ト
代
計
一
万
五
〇
〇
〇
円
程
度
）

を
修
了
し
、
大
阪
市
保
育
マ
マ
バ
ン
ク
に
登
録
し
ま
す
。
こ
の
認
定
研
修
も
民
間
委
託
し
ま
す
。

示
さ
れ
た
事
業
内
容
で
は
、
食
事
は
原
則
利
用
児
童
の
保
護
者
が
持
参
（
弁
当
な
ど
）
ま
た
は
外
部
搬
入
で

実
施
し
、
実
施
施
設
で
調
理
を
行
う
場
合
は
、
給
食
業
務
に
携
わ
る
者
を
雇
用
す
る
こ
と
、
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

家
庭
的
保
育
経
費
は
、
基
本
委
託
料
と
し
て
月
額
利
用
児
童
数
一
人
に
対
し
て
一
〇
万
四
四
〇
〇
円
。
月
の

途
中
で
利
用
を
開
始
ま
た
は
解
除
し
た
場
合
は
、
日
割
り
方
法
に
よ
り
算
出
し
ま
す
。
ま
た
、
保
育
者
が
賃
貸

す
る
物
件
の
賃
借
料
と
し
て
、
児
童
定
員
五
人
の
場
合
は
月
額
上
限
八
万
円
、
一
〇
人
定
員
の
場
合
は
月
額
一

〇
万
円
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
委
託
料
は
、
保
育
者
の
請
求
に
よ
り
事
業
実
施
月
の
翌
月
末
に
確
定
払
い
で
す
。

橋ハ

シ

ズ

ム

下
維
新
の
会
か
ら
保
育
を
守
る
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